
 

 

2025年７月２４日 

 

SPARK！TOHOKU 2025 Startup Pitch 

「起業家甲子園・起業家万博」東北連携大会への協賛について 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）は、SPARK！TOHOKU 2025 Startup Pitch「起業家甲子園・

起業家万博」東北連携大会に協賛し、ICTを利活用した革新的な技術やアイデアを持ち、起業を

目指す学生および起業家を応援いたします。 

本イベントは、ビジネスプランの事業化を支援するとともに、次世代の人材発掘および育成

を目指し、毎年度開催しているものです。 

当行は、今後も起業・創業支援を通じた新たな事業の創出に積極的に取り組んでまいります。 

 

記 

【開催概要】 

名 称 SPARK！TOHOKU 2025 Startup Pitch「起業家甲子園・起業家万博」東北連携大会 

開催日 2025年１２月５日（金） 

会 場 
スマートイノベーションラボ仙台 

（仙台市青葉区中央４－４－１９ アーバンネット仙台中央ビル４階） 

募集期間 2025年７月２４日（木）から９月１６日（火）まで 

内 容 

○ ICT を利活用した革新的な技術やアイデアを持ち、それに基づき起業を目指す

方々（学生、起業家）の出場を募集 

○ 出場チームは自らのビジネスプランを発表し、最優秀賞（NICT 賞）を受賞した

チームは、2026 年３月に東京で開催される「起業家甲子園・起業家万博」全国大

会への挑戦権が得られる。 

○ 出場者には、最前線で活躍するスタートアップおよびベンチャーキャピタリス

トなどの専門家から直接メンタリング（助言・指導）を受ける機会や協賛企業等

とのマッチングの場が提供される。 

募集対象 

○ 起業家甲子園（学生対象） 

  東北地区に縁のある高校生、高専生、大学生、大学院生等の学生や、学生で構

成されるチーム（起業の有無を問わない。） 

○ 起業家万博（起業家対象） 

  過去３年以内に ICT を利活用した新規事業を開始した、あるいは今後１年以内

に新規事業の開始を目指している東北地区のスタートアップや中小企業の代表者 

主 催 SPARK！TOHOKU実行委員会 

（注） 開催要領の詳細は添付する総務省の報道資料をご参照ください。 

（以 上） 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）  

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、2030 年までに解決すべき世界的

優先課題 17 目標と目標を達成するための 169 のターゲットが示されています。 



総務大臣賞、NICT理事長賞ほか各企業賞獲得に挑む全国大会
｢起業家甲子園｣｢起業家万博｣への出場権獲得！*1

米国シリコンバレーでのブートキャンプ参加！*2

最優秀賞(NICT賞)特典

① 著名なVC(ベンチャーキャピタリスト)へのプレゼン機会
② 大手/地元企業等の副賞獲得と交流･マッチング機会
③ ブラッシュアップセミナー、個別メンタリング

による事業プランのブラッシュアップ機会

主な出場メリット*４

主催：SPARK!TOHOKU実行委員会

応募にあたっては、必ず「『SPARK!TOHOKU 2025 Startup 
Pitch』募集対象及び申込方法等」および 「『SPARK!TOHOKU 
2025 Startup Pitch』 応募規約」をご確認ください。

＊1 起業家甲子園･起業家万博への最終的な出場可否は､令和８年２月開催予定のICTメンター会議において決定されます。
＊2 シリコンバレーブートキャンプは、学生部門でNICT賞を獲得した｢起業家甲子園｣出場予定者のみが対象です。
＊3 エントリーしたのち、応募資料等（ビジネスプランの概要がわかるスライドおよび追加資料等）の提出締切は９月２４日(Wed.)です。
＊4 その他の出場メリットおよび詳細は、裏面をご確認ください。

起業の火種を抱えた若者たちへ

東北発ICTスタートアップ創出･育成のため、東北の自治体･大学･企業･金融機関等の連携により開催している
学生・若手起業家向けのピッチイベントです。総務省および国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)が主催する
全国規模のピッチイベント｢起業家甲子園｣(学生部門)､｢起業家万博｣(若手起業家部門)の東北連携大会として開催します。

▼WEBサイト▼ ▼応募フォーム▼

エントリー締切 2025年9月16日(Tue.)*３



【主催】SPARK!TOHOKU実行委員会
仙台市、会津若松市、郡山市、滝沢市、八幡平市、青森市、山形県、国立大学法人東北大学、公立大学法人会津大学、

エイチタス株式会社、一般社団法人事業創発研究会DigiBizみやぎ、一般社団法人EO North Japan（EONJ）、
フォーアイディールジャパン株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、東北総合通信局

【協力】仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会､みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム（MASP）

【協賛】アイリスオーヤマ株式会社、株式会社青森みちのく銀行、株式会社秋田銀行、いわぎん事業創造キャピタル株式会社、
株式会社NTTドコモ東北支社､NTT都市開発株式会社､NTT東日本株式会社宮城事業部、KDDI株式会社､株式会社七十七銀行､
生活協同組合連合会コープ東北サンネット事業連合、ソフトバンク株式会社、株式会社東邦銀行、東北電力株式会社、

株式会社三菱UFJ銀行、株式会社山形銀行、山形新聞

【共催】東北情報通信懇談会、秋田県、青森商工会議所、国立大学法人弘前大学、国立大学法人岩手大学、国立大学法人秋田大学、
国立大学法人山形大学、公立大学法人岩手県立大学、公立大学法人秋田県立大学

【お問い合わせ先】
東北総合通信局 情報通信連携推進課

022-221-9578
suishin-toh@ml.soumu.go.jp

出場メリット
◇ ICTメンターによるプロ視点からのICTスタートアップ支援、事業化促進の機会
（ブラッシュアップセミナー、メンタリング等を含む）

◇ 著名なVC（ベンチャーキャピタリスト/審査委員）に対するプレゼン機会の獲得
◇ 各賞獲得による知名度の向上・資金調達機会の獲得や副賞の活用
◇ 観覧企業等とのマッチング・交流機会の獲得
◇ 米国シリコンバレーでの短期ブートキャンプの参加機会獲得（「起業家甲子園」出場予定者対象/予定）
◇ 国内外の大規模展示会への出展機会の提供（「起業家万博」出場者対象/予定）
◇ 歴代の「起業家万博」「起業家甲子園」出場起業家とのアルムナイネットワークへの参加
（「起業家甲子園」出場予定者対象/予定）

【ICTメンターとは？】
NICT｢ICT Mentor Platform｣にて、ICT企業
やベンチャーキャピタル、 ベンチャー経営
者等のプロフェッショナルで構成され、熱意

  ある起業家候補・ICTスタートアップをサ
  ポートし、事業化を促進します。

東北地区担当ICTメンターご紹介

株式会社CS-C
取締役
事業開発本部長

庄子 素史 氏
株式会社T
代表取締役

保科 剛 氏

説明詳細/ICTメンター
プロフィール一覧

【後援】宮城県教育委員会

7月24日 (Thu.)

9月16日 (Tue.)

10月中旬

11月中旬

12月5日 (Fri.)

3月10日 (Tue.)～11日 (Wed.)

3/10｢起業家甲子園｣開催（東京）
3/11｢起業家万博｣開催（東京）

SPARK!TOHOKU 2025 Startup Pitch
開催（仙台）

シリコンバレー ブートキャンプ
（｢起業家甲子園｣出場予定者のみ）

2月ごろ (予定)

ピッチイベント出場者向け
ブラッシュアップセミナー開催

SPARK!TOHOKU 2025 Startup Pitch
出場者決定

エントリー締切

エントリー募集開始(個別相談 可）

9月24日 (Wed.)

応募資料等締切

【学生部門】
・東北地域に縁のある学生、学生のみで構成されるチームであること。
・ICT(情報通信技術)を利活用したビジネスプランであること。
・起業家甲子園での発表時点で最低限でもプロトタイプレベルの実装済みである
ことが望ましい。

・起業や事業拡大等に意欲があり成長志向が強く、過去3年以内にICTを利活用し
た新規事業を開始し資金調達を目指している、あるいは１年以内に新規事業の
開始を目指している東北地域のスタートアップや中小企業の代表者。

【若手起業家部門】

募集対象

＜大前提＞自分のアイデアを形にして世の中に広めていきたい、自分の技術を活用
して世の中に広めていきたいという意欲がある学生、若手起業家の方

Ⅰ. 経営者が人として魅力的か、意志力・伸びしろはあるか
Ⅱ. 魅力的な事業領域か ●市場の規模は大きいか ●成長が期待できるか

 ●将来的にグローバルにスケールできる見込みがあるか
Ⅲ. 勝てる戦略か  ●独自技術・アイデアがあるか

 ●事業計画に実現可能性があるか
   ●顧客理解の深さと事業適合性
Ⅳ. 地域の｢特色｣｢課題｣｢シーズ（ディープテック領域等）｣を活用したビジネスか

審査・選抜の基準

2024 NICT賞「起業家甲子園」出場
村上 和隆 氏（株式会社Ciel）

2024 NICT賞「起業家万博」出場
松本 拓朗 氏（東北大学医学部眼科学教室）

2024 NICT賞「起業家万博」出場
菊地 佑太 氏（磐井AI株式会社）

SPARK!TOHOKU2025
Startup Pitch



 
Ｎｏ．２１  

令 和 ７ 年 ７ 月 ２ ４ 日 

東 北 総 合 通 信 局 
 

SPARK! TOHOKU 2025 Startup Pitch 
－「起業家甲子園・起業家万博」東北連携大会への出場者の募集－  

東北総合通信局（局長：新田  隆夫）は、１２月５日（金）に仙台市内において「SPARK! 

TOHOKU 2025 Startup Pitch」を開催します。 

この大会は、東北の地方公共団体や大学などとともに、「起業家甲子園・起業家万博」

の東北連携大会として開催するもので、ICT を利活用した革新的な技術やアイデアを持ち、

それに基づき起業を目指す学生及び起業家の方々の出場者を募集します。  

また、NICT 賞（最優秀賞）を受賞したチームは、令和８年３月１０日（火）・１１日（水）に

東京都内で開催される「起業家甲子園・起業家万博」への出場権を手にすることができま

す。 

 

１  開催の趣旨  

「SPARK! TOHOKU 2025 Startup Pitch」は、東北地域から革新的な技術やアイデアを有

する ICT スタートアップの創出を目指して毎年度開催しているピッチイベントです。ビジネスプ

ランの事業化を支援するとともに、次世代の人材の発掘・育成を図ります。 

このイベントでは、起業を目指す学生及び起業家の方々に、最前線で活躍するスタート

アップ及びベンチャーキャピタリストなどの専門家から直接メンタリング(助言・指導 )を受ける

機会を提供するとともに、協賛企業等とのマッチングの場を設けます。 

 

２  各賞（予定）  

NICT 賞（最優秀賞）、東北総合通信局長賞、仙台市長賞、EO North Japan 賞、ＮＴＴ

ドコモ賞、YUI NOS 賞、KDDI 賞、生活協同組合連合会コープ東北サンネット賞、三菱

UFJ 銀行賞  

 

３  開催日時等  

日時：令和７年１２月５日（金）１３時から１７時まで 

会場：仙台市青葉区中央４丁目４番１９号  

アーバンネット仙台中央ビル４階  スマートイノベーションラボ（SIL）仙台  

 

４  募集対象及び申込方法等（詳細は別紙のとおり）  

○募集対象  

(1)学生部門（起業家甲子園）  

・ ICT を利活用したビジネスプランであること。 

・東北地域に縁のある高校生、高専生、大学生、大学院生等の学生、学生で構成さ

れるチームであること。 等  

(2)若手起業家部門（起業家万博）  

・ ICT を利活用したビジネスプランであること。 

・起業、事業計画の策定、事業拡大等に意欲があり、成長志向が強いこと。  等  



○申込方法  

９月１６日（火）までに以下の URL より申し込むこと。 

https://www.sparktohoku.net 

 

５  今後の流れ（予定）  

令和７年  ７月２４日（木）  出場者の募集開始  

９月１６日（火）  エントリー締切日  

９月２４日（水）  応募資料等（ビジネスプランの概要がわかるスライド及び 

追加資料）提出締切日  

１０月中旬      出場者決定  

１１月中旬       ブラッシュアップセミナー開催  

１１月下旬       メンタリング開催  

１２月  ５日（金）  SPARK! TOHOKU 2025 Startup Pitch 開催  

令和８年  ３月１０日（火）  「起業家甲子園」開催  

３月１１日（水）  「起業家万博」   開催  

 

６  主催  

SPARK! TOHOKU 実行委員会（構成員は、以下のとおり。）  

仙台市、会津若松市、郡山市、滝沢市、八幡平市、青森市、山形県、国立大学法人

東北大学、公立大学法人会津大学、エイチタス株式会社、一般社団法人事業創発研

究会 DigiBiz みやぎ、一般社団法人 EO North Japan（EONJ）、フォーアイディール

ジャパン株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、東北総合通信局  

 

７  共催  

東北情報通信懇談会、秋田県、青森商工会議所、国立大学法人弘前大学、国立大学

法人岩手大学、国立大学法人秋田大学、国立大学法人山形大学、公立大学法人岩手

県立大学、公立大学法人秋田県立大学  

 

８  後援  

宮城県教育委員会  

 

９  協力  

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会、みちのくアカデミア発スタートアップ共創プ

ラットフォーム(MASP）  

 

１０  協賛  

アイリスオーヤマ株式会社、株式会社青森みちのく銀行、株式会社秋田銀行、いわぎん

事業創造キャピタル株式会社、株式会社 NTT ドコモ東北支社、NTT 都市開発株式会

社、NTT 東日本株式会社宮城事業部、KDDI 株式会社、株式会社七十七銀行、生活

協同組合連合会コープ東北サンネット事業連合、ソフトバンク株式会社、株式会社東邦

銀行、東北電力株式会社、株式会社三菱 UFJ 銀行、株式会社山形銀行、山形新聞  

 

 

 

 

 

https://www.sparktohoku.net/


＜別紙＞  

募集対象及び申込方法等  

 

＜参考ホームページ＞  

地域発 ICT スタートアップ創出に向けた全国アクセラレータ・プログラムを実施  

—令和 7 年度  起業家甲子園・起業家万博の開催と連携大会の実施— 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000455.html  

 

 

連  絡  先：東 北 総 合 通 信 局 

情 報 通 信 部 
情報通信連携推進課 

（阿部課長）  
T E L  0 2 2 - 2 2 1 - 0 7 5 3 



 

 

「起業家甲子園・起業家万博  東北連携大会  SPARK！TOHOKU 2025 Startup Pitch」  

募集対象及び申込方法等  

 

１  募集対象  

(1)学生部門（起業家甲子園）  

① ICT（情報通信技術）を利活用したビジネスプランであること。 

   ② 東北地域に縁のある高校生、高専生、大学生、大学院生等の学生、学生で構成され 

るチームであること。 

※「縁のある」とは、東北地域に所在する学校等に通学する方、起業している場合に

は東北地域に当該企業が存すること等を指す。 

   ③ 原則として、学生、学生で構成されるチームのメンバー全員が３０歳未満であること。 

   ④ 地域の特色を生かしたビジネスプランであること。 

   ⑤ これまでに「起業家甲子園」への出場経験のある学生、学生で構成されるチームでな

いこと。 

   ⑥ 起業家甲子園での発表時点で最低限でもプロトタイプレベルの実装済みであることが

望ましいが、起業の有無は問わない。 

(2)若手起業家部門（起業家万博）  

① ICT（情報通信技術）を利活用したビジネスプランであること。 

➁ 起業、事業計画の策定、事業拡大等に意欲があり、成長志向が強いこと。 

③ 次のア、イ及びウのいずれかに該当する東北地域のスタートアップや中小企業の代

表者であること。ただし、いずれの場合においても大企業からスピンアウトして誕生して

いるスタートアップや中小企業の代表者は除く。 

 ※「東北地域の」とは、当該企業の本社所在地が東北地域にあること等を指す。  

ア 概ね過去３年以内に新規事業を開始し、資金調達を目指している。 

     イ 協業者となる企業を模索している。 

     ウ 概ね今後１年以内に新規事業の開始を目指している。 

④ 地域の特色を生かしたビジネスプランであること。 

 

２  審査・選抜の視点  

【大前提】 ICT を利活用した自分のアイデアを形にして世の中に広めていきたい、自分の技  

術を活用して世の中に広めていきたいという意欲がある学生、若手起業家  

Ⅰ. 経営（代表）者が人として魅力的か、意志力・伸びしろはあるか  

Ⅱ. 魅力的な事業領域か 

●市場の規模は大きいか 

●成長が期待できるか 

●将来的にグローバルにスケールできる見込みがあるか  

Ⅲ. 勝てる戦略か 

●独自技術・アイデアがあるか 

         ●事業計画に実現可能性があるか 

     ●顧客理解の深さと事業適合性  

Ⅳ. 地域の「特色」「課題」「シーズ（ディープテック領域等）」のいずれかを活用したビジ 

ネスか 

 

３  申込方法  

    以下の URL より申し込むこと。 

  https://www.sparktohoku.net 

  ●エントリー締切日：９月１６日（火）  

●応募資料等（ビジネスプランの概要がわかるスライド及び追加資料等）提出締切日：  

９月２４日（水）  

別紙  

https://www.sparktohoku.net/
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